
(57)【要約】

【課題】　液晶表示画面上に発生する輝度むらを目立た

なくさせることができる液晶表示器のバックライト調光

装置及び方法を提供すること。

【解決手段】　周期的なPWM信号の方形波を発生させる

第１PWM信号発生部２１を設け、第１PWM信号発生部２１

で発生させたPWM信号を複数に分割するように短方形波

を発生させる第２PWM信号発生部２２を設け、PWM信号に

よりランプ５を駆動するインバータ回路２３を設け、第

１PWM信号発生部２１と第２PWM信号発生部２２の信号合

成により、複数の短方形波からなるPWM信号の方形波を

発生し、合成されたPWM信号によりインバータ回路２３

がランプ５を駆動するようにした。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 PWM信 号 に よ っ て 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト を 調 光 制 御 す る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト
調 光 装 置 に お い て 、
　 周 期 的 に Loか ら Hiに な る 前 記 PWM信 号 の 方 形 波 の そ れ ぞ れ は 、 複 数 の 短 方 形 波 で 構 成 さ
れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 に お い て 、
　 前 記 PWM信 号 の 方 形 波 の そ れ ぞ れ は 、 Hi時 間 が 徐 々 に 長 く な り 、 そ の 後 Hi時 間 が 徐 々 に
短 く な る 複 数 の 短 方 形 波 で 構 成 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 に お い て 、
　 周 期 的 な PWM信 号 の 方 形 波 を 発 生 さ せ る 第 １ PWM信 号 発 生 部 を 設 け 、
　 第 １ PWM信 号 発 生 部 で 発 生 さ せ た PWM信 号 を 複 数 に 分 割 す る よ う に 短 方 形 波 を 発 生 さ せ る
第 ２ PWM信 号 発 生 部 を 設 け 、
　 PWM信 号 に よ り 冷 陰 極 管 を 駆 動 す る イ ン バ ー タ 回 路 を 設 け 、
　 前 記 第 １ PWM信 号 発 生 部 と 前 記 第 ２ PWM信 号 発 生 部 の 信 号 合 成 に よ り 、 複 数 の 短 方 形 波 か
ら な る PWM信 号 の 方 形 波 を 発 生 し 、 合 成 さ れ た PWM信 号 に よ り イ ン バ ー タ 回 路 が 冷 陰 極 管 を
駆 動 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 に お い て 、
　 液 晶 表 示 器 の 液 晶 駆 動 部 と 電 源 ラ イ ン が 共 通 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 周 期 的 に Loか ら Hiに な る PWM信 号 の そ れ ぞ れ の 方 形 波 を 、 複 数 の 短 い 方 形 波 に 分 割 し 、
　 Loか ら Hiに な る 際 に 、 短 い 方 形 波 が 徐 々 に Hi時 間 を 長 く し 、 そ の 後 、 徐 々 に Hi時 間 を 短
く し て 、 １ つ の 方 形 波 群 と な り Loと な る よ う に し て 、
　 液 晶 表 示 器 へ の 流 入 電 流 の 急 な 変 化 を 抑 制 し て 、 バ ッ ク ラ イ ト の 調 光 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト を PWM方 式 に よ り 調 光 制 御 し て 駆 動 さ せ る 液 晶 表
示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 技 術 に お い て は 、 液 晶 表 示 器 は 光 源 用 の ラ ン プ と し て 冷 陰 極 管 を 組 み 込 ん だ 光 源
を 有 し 、 イ ン バ ー タ 回 路 に PWM信 号 （ パ ル ス 信 号 ） を 入 力 し 冷 陰 極 管 を 間 欠 点 灯 さ せ 、 液
晶 駆 動 信 号 （ 垂 直 同 期 信 号 ） と 間 欠 点 灯 さ せ る PWM信 号 を 同 期 さ せ て 液 晶 表 示 器 画 面 上 を
周 期 的 に 移 動 す る 輝 度 む ら の 発 生 を 防 止 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ９ １ ２ ９ ８ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 全 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 液 晶 表 示 器 の 内 部 ユ ニ ッ ト は 、 車 両 に 用 い る 場 合 の よ う に 小 型 化 や 利 便
性 を 必 要 と す る 場 合 に は 、 液 晶 表 示 器 に 印 加 さ れ る 電 源 ラ イ ン は 各 内 部 ユ ニ ッ ト で 共 用 と
な り 、 周 期 的 に 移 動 す る 輝 度 む ら の 発 生 を 防 止 し て も 、 電 源 ラ イ ン の 共 用 を 原 因 と す る 静
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止 し た 輝 度 む ら の が 発 生 し て し ま う も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 液 晶 表 示 画
面 上 に 発 生 す る 輝 度 む ら を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光
装 置 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 で は 、 PWM信
号 に よ っ て 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト を 調 光 制 御 す る 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置
に お い て 、 周 期 的 に Loか ら Hiに な る 前 記 PWM信 号 の 方 形 波 の そ れ ぞ れ は 、 複 数 の 短 方 形 波
で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 液 晶 表 示 画 面 上 に 発 生 す る 輝 度 む ら を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 器 の バ ッ ク ラ イ ト 調 光 装 置 及 び 方 法 を 実 現 す る 実 施 の 形 態 を
、 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 構 造 を 説 明 す る 。
  図 １ は 実 施 例 １ の 液 晶 表 示 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
  液 晶 表 示 器 １ は 、 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト ２ 、 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ 、 映 像 信 号 処 理 ユ ニ ッ
ト ４ 、 ラ ン プ ５ 、 液 晶 ６ 、 電 源 ７ か ら な り 、 入 力 さ れ る 情 報 を 画 像 と し て 液 晶 に 表 示 す る
。
  図 ２ は 実 施 例 １ の 液 晶 表 示 器 の 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
  冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ 、 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ 、 イ ン バ
ー タ 回 路 ２ ３ 、 ト ラ ン ス ２ ４ か ら な り 、 液 晶 の バ ッ ク ラ イ ト を 制 御 駆 動 さ せ る 。
  第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ は 、 バ ッ ク ラ イ ト の 明 る さ に 応 じ て デ ュ ー テ ィ 比 を 変 更 す る よ
う に し て 、 周 期 的 に Loか ら Hiに な る 方 形 波 を 有 す る PWM信 号 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ は 、 第 １ PWM信 号 発 生 装 置 ２ １ の PWM信 号 の そ れ ぞ れ の 方 形 波 が
短 い 複 数 の 方 形 波 か ら な る よ う 周 波 数 の 高 い PWM信 号 を 発 生 さ せ 、 さ ら に そ の PWM信 号 が 徐
々 に Hi時 間 を 長 く す る よ う デ ュ ー テ ィ 比 を 変 更 し 、 一 定 時 間 、 デ ュ ー テ ィ 比 １ ０ ０ ％ を 維
持 し 、 そ の 後 に そ の PWM信 号 を 徐 々 に Hi時 間 を 短 く す る よ う デ ュ ー テ ィ 比 を 変 更 す る 。 第
１ PWM信 号 発 生 部 ２ １ と 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ に よ り 、 図 ３ に 示 す PWM信 号 を 発 生 さ せ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 イ ン バ ー タ 回 路 ２ ３ は 、 入 力 さ れ た PWM信 号 と 、 内 部 の 発 振 電 圧 波 形 (図 ３ 参 照 )に よ り
、 ラ ン プ ５ の 駆 動 電 圧 波 形 を 出 力 す る 。
  ト ラ ン ス ２ ４ は 、 ラ ン プ ５ の 駆 動 電 圧 波 形 を 昇 圧 す る 。
  こ の よ う に 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 ラ ン プ ５ の 駆 動 を PWM制 御 す る こ と に よ り 、 液
晶 の バ ッ ク ラ イ ト と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ は 、 映 像 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト ４ か ら の 画 像 デ ー タ も し く は 、 映 像 信 号
処 理 ユ ニ ッ ト ４ で 処 理 し 、 画 像 メ モ リ に 一 時 的 に 記 憶 さ れ て い る 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、
多 数 の 液 晶 の 駆 動 を 制 御 し 、 画 像 を 液 晶 ６ に 表 示 さ せ る 。
  映 像 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト ４ は 、 入 力 さ れ た 映 像 や 画 像 を 、 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ が 処 理 で き
る 画 像 デ ー タ に 変 換 処 理 し 、 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ も し く は 画 像 メ モ リ へ 出 力 す る 。
  ラ ン プ ５ は 、 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト ２ か ら ト ラ ン ス ２ ４ を 介 し て 得 る 昇 圧 し た ラ ン プ 駆
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動 電 圧 波 形 に よ り 制 御 駆 動 さ れ る 内 部 の 放 電 に よ り 、 発 光 す る 。
  液 晶 ６ は 、 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ の 駆 動 に よ り 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 作 用 を 説 明 す る 。
  [輝 度 む ら を 目 立 た な く さ せ る 作 用 ]
  図 ６ は 通 常 の PWM制 御 の 場 合 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ７ は 図 ６ の 構 成 例 に
お け る 動 作 波 形 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
  通 常 の 液 晶 表 示 器 は 、 特 に 車 両 に 用 い ら れ る 場 合 、 小 型 化 、 利 便 性 の 要 求 が 高 い た め 、
印 加 さ れ る 電 源 ラ イ ン は 各 内 部 ユ ニ ッ ト 共 通 と な っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、 冷 陰 極
管 駆 動 ユ ニ ッ ト へ 瞬 間 的 な 大 電 流 が 流 れ 込 ん だ 場 合 、 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト 及 び 映 像 信 号 処 理
ユ ニ ッ ト へ の 電 源 ラ イ ン で は 、 共 通 電 源 ラ イ ン で の 配 線 抵 抗 が 共 通 イ ン ピ ー ダ ン ス と な り
、 こ れ に よ り 電 源 電 圧 に 乱 れ を 生 じ る 。 こ の 乱 れ に 対 し 特 別 の 対 策 （ ラ イ ン レ ギ ュ レ ー シ
ョ ン ） と な る 半 導 体 及 び 回 路 の 設 計 が 行 わ れ て い な い 場 合 、 液 晶 に 表 示 さ れ る 映 像 電 源 電
圧 の 乱 れ に よ る 影 響 が 現 れ る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ８ は 図 ６ の 構 成 例 に お け る PWM信 号 及 び 液 晶 表 示 器 へ の 流 入 電 流 の 実 測 例 を 示 す 図 で
あ る 。 図 ９ は 図 ６ の 構 成 例 に お け る 表 示 画 面 の 実 例 を 示 す 図 で あ る 。
  実 測 に お い て も 、 液 晶 表 示 器 へ の 流 入 電 流 に 乱 れ が 生 じ る こ と に よ り 、 図 ９ に 示 す よ う
に 画 像 の 表 示 に 静 止 し た 輝 度 む ら が 現 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 例 １ で は 、 第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ 、 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ に よ り 、 図 ３ に PWM
信 号 電 圧 波 形 と し て 示 す よ う に 、 第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ で 発 生 さ せ る PWM信 号 の 方 形 波 の
そ れ ぞ れ を 、 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ の 高 い 周 波 数 の 短 い 方 形 波 に 分 割 し 、 そ の Hiレ ベ ル
つ ま り デ ュ ー テ ィ 比 ON時 間 が 徐 々 に 長 く す る よ う に し 、 そ の 後 徐 々 に 短 く な る よ う に す る
。 そ の た め 、 ラ ン プ ５ の PWM信 号 に よ る 駆 動 に 関 し て 、 電 圧 変 化 、 電 流 変 化 は 穏 や か に な
る 。
  よ っ て 、 液 晶 表 示 器 １ に 電 源 ７ か ら 流 入 す る 電 流 が 急 に 増 加 す る こ と が 抑 制 さ れ る （ 図
３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 実 施 例 １ に お け る PWM信 号 及 び 液 晶 表 示 器 へ の 流 入 電 流 の 実 測 例 を 示 す 図 で あ る
。 図 ５ は 実 施 例 １ に お け る 表 示 画 面 の 実 例 を 示 す 図 で あ る 。
  第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ 、 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ に よ り PWM信 号 を イ ン バ ー タ 回 路 ２ ３
に 出 力 す る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 器 １ へ の 流 入 電 流 は 穏 や か な 変 化 と な る （ 図 ４ 参 照 ） 。
  よ っ て 、 液 晶 駆 動 信 号 や 映 像 駆 動 信 号 に 影 響 を 及 ぼ す 電 源 電 圧 の 乱 れ が 緩 和 さ れ 、 表 示
画 像 の 輝 度 む ら が 目 立 た な く な る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 効 果 を 説 明 す る 。
  本 実 施 の 形 態 の 可 変 表 示 構 造 に あ っ て は 、 次 に 列 挙 す る 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
  (1)周 期 的 に Loか ら Hiに な る PWM信 号 の 方 形 波 の そ れ ぞ れ は 、 複 数 の 短 方 形 波 で 構 成 さ れ
る た め 、 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト の 電 圧 、 電 流 変 化 を 穏 や か に し て 、 液 晶 画 面 上 の 輝 度 む ら
を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 (2)PWM信 号 の 方 形 波 の そ れ ぞ れ は 、 Hi時 間 が 徐 々 に 長 く な り 、 そ の 後 Hi時 間 が 徐 々 に 短
く な る 複 数 の 短 方 形 波 で 構 成 さ れ る た め 、 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト の 電 圧 、 電 流 変 化 を さ ら
に 穏 や か に し て 、 液 晶 画 面 上 の 輝 度 む ら を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 (3)周 期 的 な PWM信 号 の 方 形 波 を 発 生 さ せ る 第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ を 設 け 、 第 １ PWM信 号
発 生 部 ２ １ で 発 生 さ せ た PWM信 号 を 複 数 に 分 割 す る よ う に 短 方 形 波 を 発 生 さ せ る 第 ２ PWM信
号 発 生 部 ２ ２ を 設 け 、 PWM信 号 に よ り ラ ン プ ５ を 駆 動 す る イ ン バ ー タ 回 路 ２ ３ を 設 け 、 第
１ PWM信 号 発 生 部 ２ １ と 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ の 信 号 合 成 に よ り 、 複 数 の 短 方 形 波 か ら な
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る PWM信 号 の 方 形 波 を 発 生 し 、 合 成 さ れ た PWM信 号 に よ り イ ン バ ー タ 回 路 ２ ３ が ラ ン プ ５ を
駆 動 す る た め 、 第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ に よ り PWM信 号 の 変 化 を 緩 や か に し た こ と に よ り 、
電 源 電 圧 の 液 晶 表 示 器 １ へ の 流 入 電 流 に 急 な 変 化 が な い よ う に し て 、 液 晶 画 面 上 の 輝 度 む
ら を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 (4)液 晶 表 示 器 １ の 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ と 電 源 ラ イ ン が 共 通 で あ る た め 、 液 晶 駆 動 ユ ニ
ッ ト ３ へ の 電 源 ７ か ら の 流 入 電 流 の 急 な 変 化 が な い よ う に し て 、 共 通 イ ン ピ ー ダ ン ス を 持
つ 場 合 で あ っ て も 、 液 晶 画 面 上 の 輝 度 む ら を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 (5)周 期 的 に Loか ら Hiに な る PWM信 号 の そ れ ぞ れ の 方 形 波 を 、 複 数 の 短 い 方 形 波 に 分 割 し
、 Loか ら Hiに な る 際 に 、 短 い 方 形 波 が 徐 々 に Hi時 間 を 長 く し 、 そ の 後 、 徐 々 に Hi時 間 を 短
く し て 、 １ つ の 方 形 波 群 と な り Loと な る よ う に し て 、 液 晶 表 示 器 １ へ の 流 入 電 流 の 急 な 変
化 を 抑 制 し て 、 バ ッ ク ラ イ ト の 調 光 制 御 を 行 う た め 、 液 晶 画 面 上 の 輝 度 む ら を 目 立 た な く
さ せ る こ と が で き る 。
  な お 、 本 実 施 例 １ は 、 イ ン バ ー タ 回 路 ２ ３ 等 へ 流 入 す る 電 流 の 影 響 を 防 止 ・ 抑 制 す る の
で は な く 、 液 晶 表 示 画 面 上 か ら 輝 度 む ら を 目 立 た な く さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
部 品 配 置 の 自 由 度 が 広 が る た め 、 小 型 化 、 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ そ の 他 の 実 施 の 形 態 ）
  以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 １ に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構
成 は 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 等 が あ っ
て も 、 本 発 明 に 含 ま れ る 。
  液 晶 表 示 器 １ の 構 成 は 、 図 １ 以 外 の 構 成 で あ っ て も よ い 。
  第 ２ PWM信 号 発 生 部 ２ ２ は 、 第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ に よ る PWM信 号 が 信 号 周 期 を 変 化 さ
せ た 際 に は 、 さ ら に 、 高 い 周 波 数 の 信 号 へ 変 化 さ せ 、 デ ュ ー テ ィ 比 の 変 化 割 合 も 変 更 す る
こ と が で き る 。 第 １ PWM信 号 発 生 部 ２ １ に よ る PWM信 号 の 周 期 が 固 定 さ れ る 場 合 に は 、 第 ２
PWM信 号 発 生 部 ２ ２ は 、 固 定 回 路 又 は こ れ に 相 当 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 液 晶 表 示 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 液 晶 表 示 器 の 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の 動 作 波 形 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ に お け る PWM信 号 及 び 液 晶 表 示 器 へ の 流 入 電 流 の 実 測 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ に お け る 表 示 画 面 の 実 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 通 常 の PWM制 御 の 場 合 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 構 成 例 に お け る 動 作 波 形 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の 構 成 例 に お け る PWM信 号 及 び 液 晶 表 示 器 へ の 流 入 電 流 の 実 測 例 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ の 構 成 例 に お け る 表 示 画 面 の 実 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 １ 　 液 晶 表 示 器
　 　 ２ 　 冷 陰 極 管 駆 動 ユ ニ ッ ト
　 ２ １ 　 信 号 発 生 装 置
　 ２ １ 　 第 １ PWM信 号 発 生 部
　 ２ ２ 　 第 ２ PWM信 号 発 生 部
　 ２ ３ 　 イ ン バ ー タ 回 路
　 ２ ４ 　 ト ラ ン ス
　 　 ３ 　 液 晶 駆 動 ユ ニ ッ ト
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　 　 ４ 　 映 像 信 号 処 理 ユ ニ ッ ト
　 　 ５ 　 ラ ン プ
　 　 ６ 　 液 晶
　 　 ７ 　 電 源
 L1,L5　 イ ン バ ー タ 回 路 発 振 電 圧 波 形
 L2,L6　 PWM信 号 電 圧 波 形
 L3,L7　 ラ ン プ 駆 動 電 圧 波 形
 L4,L8　 液 晶 表 示 器 へ の 流 入 電 流 波 形
　 　 L9　 電 源 電 圧 の 乱 れ に よ り 影 響 を 受 け た 映 像 信 号

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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